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　停電時に電気とお湯を使う
　　（自立運転機能付きをお使いのお客さまへ）

自立運転時は浴槽の排水栓を抜く
自立運転中は運転を継続するために排湯機能により自動でおふろにお湯を出すことがあります。

浴槽の排水栓を抜かないと、思わぬ事故や、浴槽のお湯があふれるなどの原因となります。

■■ 排湯について
自立運転中は運転を継続するために排湯機能（※）により自動でおふろにお湯を出すことがあります。

※ 排湯機能とは…�貯湯タンクがお湯でいっぱいに近づくと、リモコンの表示と音でお知らせした後、自

動でおふろにお湯を出します。
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お知らせ

●● お湯を使用するときはリモコンの給湯温度表示を確認し、手でお湯の温度を確認してから使用してください。

●● 排湯を停止したい場合は、下記リモコン操作をしてください。発電を続けるために繰り返し排湯を行

うことがあります。

①給湯トップ画面で「ふろ機能」をタッチする。 ②「たし湯」をタッチする。
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　停電時に電気とお湯を使う
　　（自立運転機能付きをお使いのお客さまへ）
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自立運転専用コンセントには以下の機器を接続しない
自立運転専用コンセントには停電時だけ電気が供給され、停電が復旧すると自動的に電気の供

給が止まります。途中で電源が切れると生命、財産に損害を受けるおそれがある以下の機器に

は接続しないでください。

●　すべての医療機器　

●　灯油を用いた暖房機器　

●　炊飯器、電子レンジなどの調理機器

●　バッテリーを搭載していないパソコンなどの情報機器および周辺機器　

●　冷蔵庫のような連続的に電力の供給が必要な機器

●　その他、電源が切れると生命、財産に損害を受けるおそれのある機器

●　最大電力が700Ｗ以上になる機器

主な電化製品の消費電力

●● 数値は定格消費電力の一例です。実際の消費電力は、製品の種類や使用方法によって異なります。

●● 電化製品の種類によっては、瞬間的に700Ｗを上回る電力負荷がかかるため、消費電力に関わらず使

用できないことがあります。（冷蔵庫、洗濯機、エアコンなどは使用できません。）

製品名 消費電力の目安（Ｗ） 製品名 消費電力の目安（Ｗ）

携帯の充電器 15 卓上LED照明 20

ラジカセ 20 ガスファンヒーター 30

扇風機 40 ノートPC 75

液晶テレビ32型 150

熱源機の暖房運

転
180

熱源機の凍結防

止運転
250

電気炊飯器 1100 ヘアードライヤー 1200 ⇒ご使用できません

ガスファンヒーターの使用について
・	ガスファンヒーターのご使用中は、部屋の換気にご注意ください。 

必ず１時間に１～２回（各１～２分）、窓を開けるなどして換気を行ってください。

・	自立運転専用コンセントで使用できる電力が少なく、ガスファンヒーターを使用する

と過負荷が発生するおそれがある場合は使用しないでください。

・	ガスファンヒーター運転中に停電が発生すると、ガスファンヒーターの冷却が正常に

行われず、温風の吹き出し口や機器背面（エアフィルタ部や取っ手部分）が高温にな

り、手で触れるとやけどのおそれがあります。

・	自立運転専用コンセントでガスファンヒーターを使用しているときに異常を感じた場

合は、ただちにガス栓を閉じてガスファンヒーターの使用を中止し、ガス会社または

販売店に連絡してください。
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　停電時に電気とお湯を使う
　　（自立運転機能付きをお使いのお客さまへ）

お知らせ

●● 停電時に使用可能な電力は

熱源機の消費電力（数十Ｗ（※１））と合わせて最大で約700Ｗです。消費電力の合計が発電量を超

えないように注意してください。

※１ �凍結予防など運転状態によって消費電力が変わりますので、リモコンの発電量と消費電力を確認

しながらお使いください。

●● 電化製品の電源を入れたとき

電化製品の種類によっては、一時的に使用できない場合があります。使用負荷によって過負荷を検知

し、自立運転専用コンセントからの電気の供給が停止することがあります。

これらの場合、リモコンON/OFFスイッチをOFFからON後、約90秒（発電ユニットの状態によっ

ては１０分程度必要になる場合があります）ほど待つと使用できるようになりますので、最後につな

いだ電化製品のコードを抜いた状態でお待ちください。

●● 自立運転開始直後は

発電ユニットの状態によって、消費電力が700W以下の電化製品を使用した場合でも、一時的に使用

できない場合がありますので、リモコン表示部の電力量を確認してから電化製品のコードをさしてく

ださい。

●● 自立運転中に発電を停止させたい場合は、

リモコン操作により「発電禁止」で停止させてください。ただし、停電が復旧するまで再使用（発

電）できません。

操作方法は、18ページ「発電停止方法」をご参照ください。

●● 自立運転中は、

発電ユニットの状況により、排気口から多くの湯気が出ることがありますが、故障ではありません。

●● 断水（※ 2）時は、使用できる電気量を抑制したり、出力が不安定になることがあります。

・自立コンセントで使用する負荷が小さい場合

・発電ユニットの蓄熱量が多い場合

※２ 断水：ご家庭への給水が停止している状態

●● 以下の場合は自立運転を停止する場合があります。

・外気温が高く発電ユニットのタンク内水温が高い場合

※ 自立運転を継続するためにはお湯を利用ください。
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　故障・異常かな？と思ったら

35

次の場合は、故障ではありません。

症   状 原  因

排気口から湯気が出ている。
排気ガス中の水蒸気が凝縮し湯気が立つことがあります。

排気口付近に結露が発生することがあります。

お湯を使っていないのに運転している。

お湯を使っているのに運転しない。

発電ユニットの発電・停止は、お湯を使う時間帯と必ずし

も一致しません。

停止後も運転音がする。
機器を保護するために、停止後10～12時間程度は運転し

ています。

排水配管から水がポタポタ出る。 排気ガス中の水蒸気が凝縮して水となり、排出されます。

発電出力が0.6kW以上に上昇させるの

に時間を要する場合があります。

モジュール内部の温度が急上昇しないようゆっくりと出力

を上昇させています。

故障・異常かな？と思ったときは、まずリモコンの表示をご確認ください。

※ 熱源機及びリモコンの取扱説明書も合わせてご確認ください。

症　状 原　因 処 置 方 法

リモコンが

表示しない。

発電ユニットに接続さ

れた専用ブレーカが

OFFになっている。

発電ユニットに接続された専用ブレーカをＯＮにしてください。

※‌ �リモコンが表示したら、リモコンの時計合わせを行ってく

ださい。

リモコンが

表示しない。 

（自立運転機

能付き）

停電時に自立運転専

用コンセントに接続

している電化製品の

消費電力が発電量を

超えている。

すみやかに接続した電化製品を取り外してください。

発電ユニットが

エラー停止している。

停電時、発電ユニットがエラーで発電を継続できなくなった可

能性があります。

停電が復旧した後、リモコンにエラーが表示された場合は、

38～39ページに記載の処置方法に従って処置を行ってください。

発電表示が

消え、発電

停止時にM

マークを表

示して停止

している。

故障診断のための

一時的な停止。

しばらくお待ちください。２４時間経過しても発電表示が点灯し

ない場合はガス会社または販売店に連絡してください。

「01900」

を表示して停

止している。

ガスメーター（マイ

コンメーター）の安

全確認中に熱源機の燃

焼が連続で1時間以上

の停止がなかった。

すべてのガス機器を最低１時間以上使用しないでください。

発電出力が
家庭の電力
需要量を
大幅に
下回る。

発電出力抑制モード中
外気温が高いとき
などに、運転継続
させるための一時
的な発電出力抑制。

しばらくお待ちください。
２４時間経過しても発電出力に変化がない場合はガス会社または販売
店に連絡してください。
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　故障・異常かな？と思ったら
症　状 原　因 処 置 方 法

発電エラーと

「＊＊F＊＊」

が交互に表示

されている。

エラーが

発生している。

停止完了までお待ちください。（「発電×」表示中は再起動でき
ません。）
リモコン左上隅にある、発電マークと状態表示が消えたら停止完

了です。38～39ページを参照し、エラーの処置を行ってください。

10F00

「発電ユニッ
トセルフ
チェック
実施中」が表
示されている。

故障診断のための
一時的な停止。

しばらくお待ちください。
２４時間経過しても「発電ユニットセルフチェック実施中」の表
示が消えない場合は、ガス会社または販売店に連絡してくださ
い。

発電中にリモ

コン左上の「

発電中」の表

示が「電圧抑

制中」と表示

される。

商用電源の電圧が

設定値（電力会社

による指定値）を

超えないように、

発電ユニットが電

圧を自動検出し、

発電量を自動で抑

制します。

商用電源の電圧が正常に戻れば「電圧抑制中」の表示は消え 

「発電中」に戻ります。頻繁に発生する場合は、ガス会社また

は販売店にご相談ください。

発電が停止し

リモコン画面

左上の「発電

中」の表示欄

に 「 」 が

表示される。

お客さまの電力の使

用量が少ない状態が

継続し、十分な省エ

ネ効果が得られない

ため発電を一定期間

停止しています。

お客さまの電気使用量が増加すれば自動的に再発電します。電

気使用量が増加しなければ長期間発電を停止する場合がありま

す。停止中に起動する場合は【メニュー】→【発電メニュー】

から【発電再開】を選択し【開始】を実行ください。

リモコン設定

よりも熱いお

湯が出る。

熱源機に供給する水

を発電ユニットの排

熱により予熱してい

ます。このため、少

ない流量でお湯をお

使いの場合、設定温

度よりも高めのお湯

が出る場合がありま

す。お湯の流量を絞

りすぎると、熱源機

の燃焼を停止する場

合があります。

お湯の量を増やしてご使用ください。

※ �混合水栓でお湯と水を混ぜてお使いの場合は、水栓から流れ

るお湯の量よりも熱源機を流れるお湯の量が少なくなりま

す。リモコンで設定したお湯の温度に注意して混合水栓の

レバーをお湯側にしてお使いください。

お湯を出して

も温度が上が

らない。

お湯を出して

も、熱くなっ

たりぬるくな

ったりして、

お湯の温度が

安定しない。

発電ユニット

の起動時に数

分程度音が大

きくなる場合

があります。

点火時に発生する燃

焼音です。

音が継続して止まらない場合は、ガス会社または販売店にご連

絡ください。

発電ユニットに不具合が生じたとき、リモコンにエラーコード（＊＊Ｆ＊＊）が表示されます。
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　エラー表示について
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表示 故障内容
01F00 通常停止回数警告

01F01 シャットダウン回数警告

02F00 通常停止回数警告（起動禁止）

02F01
シャットダウン回数警告 

（起動禁止）

03F00
ホットモジュール起動許可条件成

立待ち

03F01 スタック保護待機状態

03F03
シャットダウン後起動許可時間タ

イムアウト

03F05 改質水タンク補給回数警告

03F06 水抜き状態時起動警告

03F07 改質水水量保護動作中

05F00 メンテナンス時間超過1

05F01 メンテナンス時間超過3

05F03 可燃ガスセンサ時間超過

05F04 可燃ガスセンサ時間超過

08F00 自立運転保護動作

08F02 水不足による保護停止

08F03 自立時過負荷検出

10F00 可燃ガスセンサ１　ガス漏れ異常

10F01 可燃ガスセンサ２　ガス漏れ異常

10F10 可燃ガスセンサ１　ガス漏れ異常

10F11 可燃ガスセンサ２　ガス漏れ異常

11F00 着火異常

12F00 燃焼部#1失火異常

12F01 燃焼部#2失火異常

12F04 失火による出力異常

12F05 失火継続異常

15F00 起動異常

17F00 バイメタルサーモスタット作動

19F00 漏電・過電流ブレーカ保護作動

20F00 冷却ファン故障

30F00 改質入口温度センサ故障

30F01 改質入口温度高温異常

30F02 改質入口温度低温異常

30F03 改質入口温度センサ不定故障

40F00 燃焼部#1温度センサ故障

40F01 燃焼部#1温度高温異常

40F02 燃焼部#1温度低温異常

40F03 燃焼部#1温度センサ不定故障

42F00 モジュール温度センサ故障

42F01 モジュール温度高温異常

42F02 モジュール温度低温異常

42F03 モジュール温度昇温異常

42F04 モジュール温度センサ不定故障

43F00 燃焼排ガス温度センサ故障

表示 故障内容
43F01 燃焼排ガス温度高温異常

43F02 燃焼排ガス温度低温異常

47F00 還流ガス温度センサ故障

47F01 還流ガス漏れ異常

47F02 還流ガス温度低温異常

50F01 停止時原燃料流量異常

52F01 停止時エア流量異常

52F02 エア流量異常

53F00 給湯混合弁原点復帰異常

55F00 可燃ガスセンサ１異常

55F01 可燃ガスセンサ２異常

55F10 可燃ガスセンサ１異常

55F11 可燃ガスセンサ２異常

57F01
伝導度上限異常または水位センサ短

絡故障

59F00 燃焼触媒故障

60F00 原燃料流量偏差異常

60F01 原燃料ガスブロアDUTY上限異常

61F00 エア流量偏差異常

61F01 エアブロア故障

62F00 改質水ポンプ故障

63F00 フロートスイッチ断線故障

63F01 フロートスイッチ短絡故障

64F00 排熱回収水ポンプ故障

66F00 改質水補給異常

67F00 水位異常または水位センサ短絡故障

67F01 水位センサ断線故障

67F04 改質水ライン水張り異常

68F00 原燃料入口電磁弁駆動回路異常

68F01 原燃料入口電磁弁異常

70F00 インバータ通信異常

70F01 インバータ連系パラメータ受信異常

72F01 給湯器ラインまたはインバータ異常

72F03 自立出力リレー固着警告

72F04 自立出力リレー固着異常

72F05 給湯器電源リレー系統側固着異常

72F06 給湯器電源リレー系統側固着異常

73F00 凍結防止ヒーター動作警告

76F00 セット構成給湯器通信異常

76F01
後付構成用発電連係リモコン通信

異常

76F02 リモコンアンマッチ

76F03 リモコン電源電圧低下異常

77F00 改質水ポンプ駆動回路異常

77F02 制御装置可燃ガスセンサ増幅回路異常

77F03 制御装置LPガスセンサ増幅回路異常

77F04 制御装置パラメータ破損異常

発電ユニットのエラーコード一覧　（1／2）

Ver.57.07
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表示 故障内容
77F05 FCメンテデータ差異異常

77F06 FCパラメータ差異異常

77F08 原燃料流量計通信異常

77F09 カソード エア流量計通信異常

77F10 原燃料流量計測値フリーズ異常

77F11 カソード エア流量計測値フリーズ異常

78F15 直流ヒーター過電流警告

79F00 コントローラスイッチ部短絡故障

80F00 排熱回収水入口温度センサ故障

80F01 排熱回収水入口温度高温異常

81F00 排気熱交換器内温度センサ故障

81F01 排気熱交換器内温度高温異常

81F02 排気熱交換器内温度低温異常

82F00 排熱回収水出口温度センサ故障

82F01 排熱回収水出口温度高温異常

82F02 排熱回収水出口温度低温異常

83F00 補機室上部温度センサ故障

83F01 補機室上部温度高温異常

85F00 水道水温度センサ故障

86F00 混合湯温度センサ故障

86F01 混合湯温度高温異常

86F02
水道水温度センサ／混合湯温度セン

サ精度異常

86F03 混合湯温度低温異常

88F00 自立ヒーター温度センサ故障

88F01 自立ヒーター上部温度高温異常

89F00 自立トランス温度センサ故障

89F01 自立トランス高温異常

93F00 停止時間タイムアウト

95F00
改質水タンク水量不足またはフロート

スイッチ故障

A0F00 原燃料供給圧低または圧力センサ故障

A0F01 管内圧力異常

A1F00 原燃料供給圧高

B0F00 ホットモジュール高温状態検出

B0F02 改質触媒高温状態

B1F02 水張り時エア抜き警告

B4F01 点火ヒーター連続通電時間オーバー

B6F00 パソコン通信異常

B8F00 改質水タンク水無し状態検出

B9F00 貯湯ユニット水無し検出

C0F00 スタックトータル電圧低下

C0F01 暖機時スタックトータル電圧低下

C0F02 コンバータ過電流警告

C0F03 直流リンク過電圧警告

表示 故障内容
C2F00 スタックトータル電圧未確立

C4F00 直流不足電圧検出

C5F01 インバータDC/DC部温度高温異常

C5F02 インバータDC/AC部温度高温異常

C5F03 インバータ低温警告

C5F04 インバータ高温異常

C6F01 EEPROM異常

C7F00 ハードウェア故障

C7F01 インバータ温度センサ故障

C7F02 連系リレー故障

C7F04 24V補機電源電圧上限異常

C7F05 24V補機電源電圧下限異常

C7F06 24V補機電源通電警告

C7F07 2.5V補機電源電圧上限異常

C7F08 2.5V補機電源電圧下限異常

C7F12 5V補機電源電圧上限異常

C7F13 5V補機電源電圧下限異常

C7F14 スタック電流通信異常

C7F15 商用電流回路異常

C7F17 インバータソフトバージョン異常

C7F23 自立周波数不確定異常

C7F25 自立構成異常

C7F26 自立発電電圧不安定異常

C7F27 自立発電電圧不安定警告

C7F28 自立出力準備中シーケンス異常

C9F00 インバータ入力過電流

E0F00 商用電流検出異常（誤配線）

E1F00 CT自動補正不能

E4F00 商用電流検出異常

E7F00 Ｎ相過電流異常

F0F00 系統過電圧警告

F1F00 系統不足電圧警告

F2F00 系統周波数上昇警告

F3F00 系統周波数下降警告

F4F00 単独運転受動方式検出

F5F00 単独運転能動方式検出

F6F00 系統瞬時過電圧

F7F00 直流過電圧検出

F7F01 リンク不足電圧検出

F7F02 リンク過電圧検出

F7F03 出力電流直流分流出検出

F7F05 インバータ側通信異常

F7F06 瞬時過電流

F9F00 逆潮流検出

01900 マイコンメータ内管漏洩警報

 

発電ユニットのエラーコード一覧　（2／2）
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エラー発生時の処置方法について

●リモコンにエラーコード「 * * F * * 」を表示します。

　�エラーコードの表示が「 * * F * * 」ではない場合は熱源機側の不具合です。熱源機の取扱説明書を参

照ください。

●リモコンに下記エラーコードが表示された場合、処置方法に従い処置を行ってください。

●下表以外のエラーコードについては、ガス会社または販売店にご連絡ください。

●エラーリセット（異常解除）の方法

　リモコンのON/OFFスイッチを一度押して「ＯＦＦ」にしてから、再度押して「ＯＮ」にします（14ページ参照）。

●停止工程に10 ～ 12 時間かかります。

　エラーをリセットしても、停止工程が終了するまで再起動しません。

●お客さま自身で部品の点検・調整はしないでください。

感電・火災・水漏れの原因となります。

●機器の異常に気付いたときは、メンテナンス会社もしくは、ガス会社または販売店に

連絡してください。

異常のまま運転を続けると感電・火災・故障などの原因となります。

表示 故障内容 原 因 処置方法

01F00 ・通常停止回数警告
起動停止の回数が多すぎ

ます。

このまま使用を継続されますと、故障
の原因になるおそれがあり、保証の対
象外となる場合がありますので、ガス
供給事業者にご連絡ください。01F01 ・シャットダウン回数警告

03F00
・ホットモジュール起動

　許可条件成立待ち

発電ユニットが高温であ

るため起動できません。
冷却されるまでお待ちください。

03F03
・シャットダウン後起動

　許可時間タイムアウト

起動時にアラームが発生

したが、モジュール内部

が高温のため、自動再起

動ができない。

冷却されるまでお待ちください。

03F05
・改質水タンク補給回数

　警告

改質水補給回数が設定回

数を超えた。
ガス会社または販売店にご連絡くだ
さい。

03F06 ・水抜き状態時起動警告

水抜き、水張りが中止さ

れた状態で発電ユニット

の起動操作が実施され

た。

発電禁止操作（18ページ参照）を行

い、エラーをリセットし、水張り

（21ページ参照）を実施後、発電ユ

ニットを起動（16ページ参照）して

ください。

05F00
・メンテナンス時間超過

定期交換部品の交換が必要

です。
ガス会社または販売店にご連絡くだ
さい。

05F01

05F03
・可燃ガスセンサ時間超過 

05F04

08F00 ・自立運転保護動作
電力使用量が少ないため、

保護停止しています。
給湯および電力使用量が350W以
上必要です。

08F03 ・自立時過負荷検出
電力使用量が700Wを

超えています。

リモコンの表示内容に従ってリモコ
ン操作を行ってください。
1時間経過しても起動しない場合は、
ガス会社または販売店にご連絡くださ
い。
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表示 故障内容 原 因 処置方法

10F00 ・可燃ガスセンサ１ 
　ガス漏れ異常

発電ユニット内部でガス
漏れが発生した場合、も
しくは発電ユニット外部
から自動車の排気ガスな
どの可燃性ガスが流入し
た場合に、ガスを検知し
て停止しています。

ガスの供給を遮断していますが念
のため発電ユニット専用ガス栓を
閉じて、ガス会社または販売店に
ご連絡ください。

10F10

10F01
・可燃ガスセンサ２ 
　ガス漏れ異常10F11

15F00 ・起動異常
着火、燃焼不具合で一
定時間内で発電するこ
とができなかった。

翌日（発電ユニット内の温度が下がっ
てから）再起動してください。

17F00
・バイメタルサーモ 
　スタット作動

断水している可能性があ
ります。

給水されていることを確認後、発
電ユニットの水張り操作を実施し
てください。異常表示が消えてい
ない場合はリセットしてくださ
い。
再発する場合は、ガス会社または
販売店にご連絡ください。

81F00
・排気熱交換器内温度 
　センサ故障

断水している可能性があ
ります。

給水されていることを確認後、発
電ユニットの水はり操作を実施し
てください。異常表示が消えてい
ない場合はリセットしてくださ
い。
再発する場合は、ガス会社または
販売店にご連絡ください。

81F01
・排気熱交換器内温度 
　高温異常

81F02
・排気熱交換器内温度 
　低温異常

82F00
・排熱回収水出口温度 
　センサ故障

82F01
・排熱回収水出口温度 
　高温異常

82F02
・排熱回収水出口温度 
　低温異常

A0F00
・原燃料供給圧低または 
　圧力センサ故障

ガス栓が閉まっている
か、ガスメーター（マ
イコンメーター）が遮
断されています。

ガス栓が閉まっている場合は、ガ
ス栓を開けてください。
ガスメーター（マイコンメーター）
が遮断している場合は、ガスメー
ター（マイコンメーター）を復帰さ
せてから、リモコンでエラーをリ
セットしてください。
操作方法がわからない場合はガス
会社または販売店までご連絡くだ
さい。

E0F00 ・商用電流検出異常

購入電力の検出に異常が
ある可能性があります。

ガス会社または販売店にご連絡く
ださい。

E4F00 ・商用電流検出異常

F9F00 ・逆潮流検出
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○旅行等のため、10日以上使用しないときは、リモコンで「不在停止」にし、発電ユニットを停止させ

てください。（手順は18ページを参照ください。）

○１ヶ月未満で不在にされる間に凍結のおそれがある場合（気温が氷点下になる可能性がある場合）

は、発電ユニットの本体ブレーカを切らないでください。

○１ヶ月以上不在にされる場合は、下記の発電ユニット水抜き手順に従い水抜きを実施してください。

水抜きをしないと故障の原因となります。（お手数ですがお客さまで実施ください。）

○１ヶ月以上使用しない場合は、発電ユニットと熱源機の水抜きを必ず実施してください。

手順は熱源機の取扱説明書をご参照ください。

○使用開始時には専門のサービスマンがお伺いしますので、ガス会社または販売店にご連絡ください。

○引越しをされる場合は、その２～３日前までに前もってガス会社にご連絡ください。

■■ 発電ユニットの水抜き方法

水抜き時タンク排水配管には触れない
場合によってはお湯が排出されることがあり、やけどの原因になることが あります。

水抜き時はエア抜き栓の正面に身体を置かない
場合によってはお湯が飛び出すことがあり、やけどの原因になることが あります。

発電ユニット水抜き手順

①�リモコンをOFFにし（ON/OFFスイッチ

部のLEDランプを消す。）液晶画面部を

タッチする。

②メイン画面よりメニューを選択してください。

③メニュー画面より音・その他メニューを 

　選択してください。

④音・その他メニュー画面より発電ユニットの 

　水抜きを選択してください。

次頁に続く
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⑤開始ボタンを押してください。
※ タンク内水温が下がると⑥に移行します。

　 停止を押すと停止画面に移行します。

タンク内

高温時

タンク内部温度冷却後

⑥タンク内低温時

水抜きが完了すると、メイン画面に 

自動的に移行します。

※ �３０分経過しても水抜きが終了しない

場合は、水抜きを中止し、各バルブ確

認後再度①より実施してください。

水抜きを停止したい場

合は停止ボタンを押す

と、⑫に移行します。
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⑦下記バルブの操作をしてください。

　・給水バルブを閉じます。

※ �給水バルブを閉じずに以降の操作をすると、発電ユニット内部の機器の寿命が著しく短くなり

ますのでご注意ください。

　・熱源機往き配管のメンテ用バルブを閉じます。

　・③タンク排水バルブを開けます。

　・②給水側，①熱源機往き側のエア抜き栓を反時計回りに３回転させます。

⑧�④改質水タンク水抜きプラグと⑤水精製器水抜きプラグ、⑥補水用水精製器水抜きプラグの計3ヶ所を反時

計回りに１回転させ、改質水を抜きます。

　 （全て排水されるまで、約１０分かかります。）

⑨�水抜き完了後（メイン画面が表示される）ホースから水が出なくなったことを確認し、④、⑤、⑥

の水抜きプラグを時計回りに回して締めてください。

⑩②給水側（下側）、①熱源機往き（上側）のエア抜き栓を閉め、③タンク排水バルブを閉めます。

⑪ガス栓のバルブを閉じ、屋内分電盤の専用ブレーカを「OFF」にします。

⑫水抜き途中停止方法

「いいえ」を押すと前の画面に戻ります。

※ 水抜き手順で下記画面が表示される場合

水抜きは、発電ユニットが停止状態のみ受け付けます。

発電ユニットが完全に停止後、再度操作してください。

●● 使用開始時には専門のサービスマンがお伺いしますので、ガス会社または販売店にご連絡ください。
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　外形図

ドレン排水

熱源機往き接続口
給水接続口
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修理を依頼される前に、34～35ページの「故障・異常かな？と思ったら」の項目を見て、今一度ご確
認ください。不具合があるときはご自分で修理せず、ガス会社または販売店にご連絡ください。
●アフターサービスをお申しつけいただくときは、次のことをお知らせください。
　　
　　１．商 品 コ ー ド　　　　　　  　・・・・FCCS07B1**
　　２．品　　　　　名　　　　　　　・・・・エネファーム type Ｓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （燃料電池ユニット）
　　３．ガ　　ス　　種　　　　　　　・・・・都市ガス（１３Ａ）／ＬＰＧ
　　４．お買い上げ年月日
　　５．故障の状況　　　　　　　　　・・・・できるだけ詳しく（故障表示など）
　　６．ご住所、お名前、電話番号
　　７．訪問ご希望日

10F00

●この発電ユニットには保証書がついています。
　必ず「販売店名・お買い上げ日等」が記入されていることを確認してください。
●保証書の内容をよくお読みになった後は大切に保管してください。
●無償修理期間経過後の故障修理については、修理によって機能が維持できる場合、
　有償で修理いたします。

発電ユニットを安全で快適にご使用いただくため次のことをご確認ください。
移設工事はお買い上げの販売店に依頼し、お客さまご自身ではなさらないでください。
●引越しなどで発電ユニットを移動・再設置する場合は専門の技術が必要ですので、
　前もってお買い上げの販売店にご相談ください。
●発電ユニットを廃棄する場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

発電ユニットの補修用性能部品の保有期間は 

製造打ち切り後１０年です。
●性能部品とは製品の性能を維持するために必要な部品です。
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●�熱源機との組合せによっては安全・性能が担保できずやけど等の事故が発生する可能性があ
ります。

●�熱源機を買い替える場合は必ずガス会社または販売店にご相談ください。
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エネファーム Type Ｓ 燃料電池ユニット保証書

サービスをお受けになる時は、この保証書をご提示ください。

このたびは、アイシン　エネファーム　Type Ｓ　燃料電池ユニットをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
お買い上げいただきました製品につきまして、本保証書記載の内容により、保証させていただきます。

1. 保証期間
お買い上げ日より 2年間

2. 保証の内容
保証期間中に、取扱説明書に従った正常な使用状態で故障した場合には、無料で調整または修理いたします。

3. 保証の範囲
保証については、上記 2の内容に基づいて行いますが、機器の故障による機器本体以外の損害について
は、保証いたしません。

4. 保証できない事項
次の事項は保証期間内であっても保証いたしません。調整または修理を行う場合は、有料となります。
（1）使用上の誤り、または改造および不当な修理による故障または損傷。
（2）試運転引渡し後の周囲環境の変化や据付け場所の移動、落下、輸送等による故障または損傷。
（3）火災、地震、風水害、雷、異常気象、その他の天変地異ならびに公害、塩害、煤煙、降灰、酸性雨、薬品、腐食性

ガス等の有害ガス、異常電圧、異常電磁波、異常燃料ガス圧、生物類の侵入等の外部要因による故障または損傷。
（4）当社純正部品以外の部品および指定する燃料ガス、精製水、供給水以外のものを使用したために

生じた故障または損傷。
（5）車輌、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障または損傷。
（6）機器を海外に持ち出された場合。
（7）保証開始日の記入がない場合あるいは、販売者の訂正印なしで、書き替えられている場合。
（8）音、振動、塗装の退色、メッキの軽微な傷、錆など製品の仕様範囲内の感覚的な現象の場合。
（9）不適切なシステム設計および据付工事の不具合により生じた故障または損傷。
（10）本書のご提示がない場合。
（11）水道管の錆など異物の流入による故障および損傷。
（12）電気事業法で定められた電圧以外の使用環境で使用したことによる故障および損傷。
（13）機器故障に伴う発電量損失や関連して発生したお客さまの損失（ガス、電気、水道代など）に対する補償。
（14）機器内記録データの損失復旧。
（15）組合せの対象となる熱源機以外でご使用された場合。
（16）業務用の場所（飲食店、理美容院、事務所、工場等）でご使用された場合。

5. その他
（1）当社の指定するサービス会社等が調整・修理を実施することがあります。
（2）遠隔地への出張修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。
（3）本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。
（4）無料修理により、取り外した部品は全て当社の所有になります。
（5）保証書の販売店（保証履行者）、保証開始日等のもれがないか、ご確認ください。
（6）本保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
（7）修理内容は修理伝票等にて代替します。
（8）お客さまから取得した個人情報については、本保証書による保証を実施する目的で利用します。

＜販売店（保証履行者） ＞

エネファームTypeＳ
燃料電池ユニット

都市ガス
・

ＬＰガス

型　式 製造番号 ガス種

保　証　期　間 　お買い上げ日（　　　　年　　　月　　  日　）　より ２ 年間

FCCS

＜製造者（保証責任者） ＞

〒448-8650　愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地
T E L　（0566）- 63 - 5741


